
一
之
宮
町
敬
老
会
が
９
月
11
日
に
一
之

宮
町
公
民
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
対
象
と
な
る
75
歳
以
上
の
高
齢
者

は
昨
年
よ
り
17
人
増
え
て
４
１
３
人
で
、

う
ち
敬
老
会
に
は
１
１
３
人
が
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

敬
老
会
は
祝
賀
会
と
祝
宴
の
２
部
構
成

で
行
わ
れ
、
午
前
11
時
か
ら
始
ま
っ
た
祝

賀
会
で
は
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
國
島
芳

明
高
山
市
長
が
「
長
寿
社
会
と
言
わ
れ
て

い
る
が
健
康
寿
命
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。
み
な
さ
ん
も
そ
れ
を
目
指
し
て
ほ
し

い
」
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
か
ら
の
お
祝
い
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
宮
小
６
年
生
が
力
強
い
ソ
ー
ラ
ン
踊

り
を
、
続
い
て
保
育
園
年
長
児
が
男
女
別

に
愛
ら
し
い
遊
戯
を
披
露
、
最
後
に
宮
中

２
年
生
が
「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」
な
ど
２
曲
で

息
の
合
っ
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
聞
か
せ
て
出

席
者
を
祝
福
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
感

動
し
て
涙
が
止
ま
ら
な
か
っ
た
」
な
ど
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

２
部
の
祝
賀
会
は
武
川
尚
一
之
宮
支
所

長
の
乾
杯
に
始
ま
り
、
千
翠
あ
や
め
さ
ん

の
舞
踊
が
宴
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

会
場
で
は
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
り
、
料

理
を
食
べ
な
が
ら
懐
か
し
げ
に
談
笑
す
る

姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
、
会
場
は
な
ご

や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

敬
老
会
は
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
役
員

や
各
長
寿
会
長
ら
で
構
成
す
る
実
行
委
員

会
が
企
画
し
、
対
象
者
の
調
査
や
出
欠
の

確
認
は
班
長
が
受
持
ち
、
町
内
会
長
が
ス

タ
ッ
フ
に
加
わ
る
な
ど
、
一
之
宮
町
全
体

と
し
て
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

一
之
宮
ま
ち
協
だ
よ
り

一之宮町

まちづくり協議会
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９月は雨が続いて田んぼの状態が心配でしたが、先月の２

７日の日曜日から本格的な稲刈り作業が始まりました。

この日は前日に続いての晴天とあって、バインダーで刈り

取った後、家族総出で稲架（はさ）がけしている農家のほか、

あちこちの田では稼働しているコンバインを５～６台見かけ

ました。

一之宮の田んぼというと、宮峠を車で下ると分かる通り碁

盤状に整然と並んでいます。しかし半世紀ほど前まではそう

ではなかったようです。

戦前までの一之宮の田んぼは、宮川の氾濫で砂礫層が下に

蓄積されて、水持ちの悪い田んぼ、いわゆる「秋落ち田」で

収量が少なく苦労されたようです。

客土によって田んぼを直すことは戦中から行われていたよ

うですが、国の事業としての耕土培養事業が戦後始まり、昭

和３１年に終了。続いて土地改良事業が昭和３９年から４２

年にかけて行われ、１区画が１０アールや２０アールに統一

され、同時に農業用水路が整備され、一之宮の田は

現在のように見違えるようになりました。

現在、水田面積は８４ヘクタールほどで、ほ

とんどでコシヒカリが栽培されています。因み

に一之宮のコメは1等米の割合が９７％以上と非常に高いの

が特徴。これはヘリコプターによる一斉防除のお蔭です。

さて、今年の稲刈り、順調にいけば今月上旬までにほぼ終

わっていることでしょう。

一人ひとりを回り、声をかけて長寿を祝う國島市長

秋の収穫作業

コンバインでの収穫作業（９月２７日）



町の中央に立ち、四方を見回して見て下さい。ほとん

どが針葉樹におおわれています。赤松、姫子松は天然林、

桧、杉は植林木です。また、やかた文左から上流の村有

林、国有林においても針葉樹がほとんどであり、これか

ら楽しみな紅葉はあまり見る事が出来ません。

一方、スキー場からダナ平林道を進み、ユズリハ、蔵

柱岩岳の上部には美しい広葉樹が見え、町の大切な水源

の林であり大切にしたいものです。

戦後、荒れ果てた山を再生すべく、拡大造林を進めま

した。外材にいつまでも頼っていられない、いずれ国産

材の時代が必ず来ると全国一斉に植林事業が始まりまし

た。

その当時木材は村の大切な財源であり、さまざまな事

業に使われ、村の発展に役立ってきました。昭和56年に

豪雪があり、植えて間もない多くの木が倒れました。当

時は村民総出で木起こしを行うなど、山に対して強い思

い入れがありました。

しかし、外材は関税をかけない施策がとられ、どんど

ん安い輸入材が入ってきました。これが山をだめにした

一つの要因でもあると感じます。

木材価格の低迷が続き、山に頼れなくなってきました。

これは村有林はも

ちろん、民有林で

も同じであります。

せっかく植えた山

も放置され、荒れ

てきたのです。

人工林は人の手

を加えないと健全

な林になりません。

第一に間伐です。

当初1ヘクタール当

たり約3千本の木を

植栽しますが、徐々

に間伐を繰り返し

て、最終的には５

百～６百本くらい

にします。百年と、気の長い月日が必要となります。

材価が安いといって、放置するわけにはいきません。

高山市の９２％、一之宮町においては９６％が山林です。

この広大な山林を健全に育てる事が、今を生きる我々の

使命ではないかと思います。豊かな水を育み、きれいな

空気を作り、災害から守り、人々の心を癒し、生きる者

すべての糧であります。

昨年12月、大雪が降りました。そして多くの木が倒れ、

多大な被害を受けました。私は、これは山を大切にして

こなかった報い、これから大切にしっかり管理せよと言

う警告であると思うのです。

２

幅
広
い
趣
味
の
文
化
人

無
類
の
映
画
好
き

今
月
の
「
ま
ち
ょ
な
人
」
は
、
日
頃
よ
り

児
童
生
徒
の
登
校
を
見
守
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
「
子
ど
も
見
守
り
隊
」
の
本
通
り
地
区

の
岩
野
正
平
さ
ん(

81
歳)

で
す
。

10
年
ほ
ど
前
に
、
水
口
進
さ
ん
や
川
上
允

さ
ん
、
野
口
益
次
郎
さ
ん
、
田
中
サ
キ
さ
ん

等
々
の
方
々
と
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
願
っ

て
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
を
志
願
し
て
始
め
ら

れ
た
そ
う
で
す
。

岩
野
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
の
横
に
立
ち
見
守
っ
て

み
え
ま
す
が
、
「
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
挨

拶
し
て
く
れ
る
の
が
嬉
し
い
。
Ｊ
Ａ
に
来
て

い
る
業
者
も
、
宮
の
子
は
よ
く
挨
拶
を
し
て

く
れ
る
と
言
っ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
の
場
所
は
、
通
学
・
通
勤
時
間
帯
は
、

駅
に
向
か
う
自
転
車
や
自
動
車
通
行
量
も
多

く
危
険
で
す
。
取
材
し
な
が
ら
、
運
転
者
も
、

歩
行
者
も
お
互
い
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
毎
日
早
朝
か
ら
で
あ
り
、

本
当
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
無
理
な
く
、
末

永
く
活
動
を
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

岩
野
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
を
定
年
退
職
後
、
県
立

高
等
技
能
専
門
校
で
木
工
技
術
を
習
得
し
た

り
、
水
無
神
社
の
事
務
等
を
務
め
た
り
さ
れ

ま
し
た
。
趣
味
も
多
く
、
木
彫
、
家
庭
菜
園
、

そ
れ
に
、
映
画
の
名
作
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
録
画
し

て
自
作
の
カ
バ
ー
ケ
ー
ス
に
収
め
た
り
と
、

邦
画
３
０
０
以
上
の
作
品
を
収
蔵
し
て
み
え

ま
す
。

作
品
は
戦
後
か
ら
昭
和
40
年
代
の
も
の
が

大
半
で
す
が
、
昭
和
10
年
代
、
戦
中
の
も
の

も
あ
る
そ
う
で
す
。
小
津
安
二
郎
作
品
は
全

作
収
集
。
名
作
の
基
準
は
キ
ネ
マ
旬
報
の
ベ

ス
ト
10
か
ら
収
録
し
て
い
る
と
い
う
念
の
入

れ
よ
う
で
す
。
映
画
は
子
ど
も
の
頃
よ
り
好

き
で
、
高
校
の
修
学
旅
行
の
時
、
松
竹
大
船

撮
影
所
を
見
学
し
た
と
き
感
激
し
、
自
称

「
お
た
く
」
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
高
山
に

も
映
画
館
が
３
つ
あ
っ
て
よ
く
見
に
行
っ
た

こ
と
、
ま
た
宮
に
も
「
一
之
宮
座
」
と
い
う

「
獅
子
芝
居
」
小
屋
が
戦
後
頃
ま
で
あ
っ
た

と
懐
か
し
そ
う
に
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

岩
野
さ
ん
は
、
取
材
に
対
し
て
、
略
歴
、

趣
味
、
そ
し
て
気
質
な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
で
作

成
し
プ
リ
ン
ト
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
気
質

に
は
「
何
か
し
て
い
な
い
と
気
が
済
ま
な
い

性
分
」
と
あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
ま
ち
ょ

な
」
人
だ
と
感
じ
入
り
ま
し
た
。

（
広
報
委
員

山
腰

進
）

岩
野

正
平

さ
ん

（
本
通
中
）

山を想う
大森 治良 さん（寺元）

山の手入れは面白いと語る大森さん

３００本はあるという映画の

ＤＶＤについて語る岩野さん
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「
体
験
の
風
」
源
流
の
森

観
察
会
（
防
災
ダ
ム
周
辺
）

健
康
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

町
内
会
長
会
（
公
民
館
）

ハ
ッ
ピ
ー
タ
イ
ム
宮
保
育
園

全
国
育
樹
祭
記
念
行
事

森
林
・
林
業
環
境
機
械
展
示

実
演
会
（
モ
ン
デ
ウ
ス
）

わ
が
町
の
文
化
遺
産
巡
り

（
高
山
陣
屋
ほ
か
）

サ
タ
デ
ィ
サ
ー
ク
ル

「
体
験
の
風
」

一
之
宮
の
森
で
遊
ぼ
う

行
政
相
談
・
心
配
ご
と

結
婚
相
談
（
交
流
館
）

行

事

内

容

公

民

館

か

ら

■
展
示
コ
ー
ナ
ー

日
本
画
「
游
の
会
」
作
品
展

（
10
月
末
ま
で
）

■
10
月
の
公
民
館
定
休
日

13
日
（
火
）
26
日
（
月
）

■
10
月
の
位
山
交
流
館
定
休
日

５
日
（
月
）
13
日
（
火
）
19
日
（
月
）

26
日
（
月
）

世帯数 ８１２戸

年齢 男性 女性 合計

０～

14歳
190 158 348

15～

64歳
700 734 1,434

65歳

以上
341 461 802

合計 1,231 1,353 2,584

一之宮町の人口情勢

9月1日現在・単位：人

★
秋
の
夜
長
に
読
書
は
い
か
が
で
す
か
？

涼
し
い
秋
の
夜
、
虫
の
音
を
聞
き
な
が
ら

読
書
を
楽
し
む
の
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

今
ま
で
読
み
切
れ

な
か
っ
た
小
説
な
ど
、

こ
の
機
会
に
読
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

■
お
知
ら
せ

★
一
之
宮
分
館
、
雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル

保
存
期
間
を
過
ぎ
た
雑
誌
を
無
料
提
供
し

ま
す期

間
：
11
月
１
日(

日)

〜
３
日(

火)

時
間
な
ど
、
く
わ
し
く
は
館
内
の
ポ
ス
タ
ー

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
今
月
の
特
集

★
シ
ン
プ
ル
な
暮
ら
し

シ
ン
プ
ル
な
の
に
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る

工
夫
、
物
を
持
た
ず
に
セ
ン
ス
よ
く
暮
ら
す

生
活
の
ヒ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

■
お
は
な
し
会
の
ご
案
内

今
月
は
１
歳
６
ヶ
月
児
対
象
の
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
お
は
な
し
会
で
す
。

10
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分
。

く
わ
し
く
は
館
内
の
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

図
書
館
だ
よ
り

つ
ぶ
や
き

９
月
に
入
り
朝
晩
涼
し
く
な
っ
て
く
る
に
つ
れ
、
真

夏
の
暑
さ
は
思
い
出
と
な
り
、
寒
い
シ
ー
ズ
ン
を
思
い

出
す
こ
の
頃
と
な
り
ま
し
た
。
暑
く
て
勉
強
に
集
中
で

き
な
い
と
言
っ
て
い
た
夏
、
外
で
の
仕
事
も
汗
だ
く
で

大
夏
と
言
っ
て
い
た
夏
、
寒
く
て
布
団
か
ら
出
ら
れ
な

い
冬
、
雪
ま
た
じ
に
ほ
ね
を
お
る
冬
…
…
。
そ
う
考
え

る
と
、
今
の
時
期
は
暑
す
ぎ
ず
、
寒
す
ぎ
ず
、
雪
も
な

い
、
何
か
や
る
に
は
絶
好
の
時
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
芸
術
の
秋
、
読
書
の
秋
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
の
秋
等
々
何
で
も
い
い
ち
ょ
う
ど
い
い
今
の
時
期
、

何
か
新
し
い
事
に
挑
戦
し
て
み
た
い
〈
ポ
ス
ト
マ
ン
〉

第39回全国育樹祭記念行事

○「２０１５森林・林業・
環境機械展示実演会」
ご案内とお願い

■開催日時：１０月１１日（日）９：００～１６：００

１２日（月・祝）９：００～１５：００

■会場：モンデウス飛騨位山スノーパーク
国内最大級の林業機械の展示実演会で、６５団体が約５００

台の林業機会を展示します。

★おもてなし行事
・飛騨牛など地元特産品を３割引きで販売します。

・ツリークライミングや巨樹・巨木を訪ねる「源流の森ツアー」

などの木と触れ合う事業もあります。

◇機械の搬入・搬出及び期間中の混雑に関するお願い
機械の搬入（１０月９～１０日）、搬出（１２日１６時～）

時には、早朝・夜間を含め、たくさんの大型車両が国道・県道

を通過しますのでご理解と十分注意されるようお願いします。

また、駐車場が支所とその周辺及び水無神社に設けられ、シャ

トルバスが運行されます。スタッフが配置されますが、地域の

みなさまにはご迷惑をおかけします。よろしくお願いします。

お気づきの点等ありましたら支所まで（５３－２２１１）

○第５回「わが町の文化遺産巡り」のご案内
今年は宮を出て、高山陣屋で大原騒動などについて学びます。

■日時：１０月１１日

■集合場所：水無神社絵馬殿

■集合時間：午前８時

■申込と締切：１０月２日（金）までに公民館へ
今年は定期バスを利用して高山陣屋方面に行きます。

○一之宮町文化祭作品・出演者募集
今年の文化祭が下記の通り開催されます。それに伴い、次の

通り展示作品と芸能発表の出演者を募集します。

■文化祭日時：１１月１日（日）～３日（火・文化の日）

■作品・出演者募集：１０月８日（木）～１０日（土）午前
９時～午後６時の間に参加費（１人３００円）を添えて申込み

詳細と申込書は１日配付のチラシをご覧ください。

○健康スポーツフェスティバルのお知らせ
まち協主催の健康行事で、グラウンドゴルフとウォーキング

を楽しみます。みなさんの参加をお待ちしています。

■日時：１０月２４日（土）午前９時～

■場所：町内ウォーキングコース

グラウンドゴルフは宮小学校グラウンド
詳しくは今月１５日配付予定のチラシでお知らせします。

○後期教養講座
「みんなで歌おう昭和歌謡教室」受講者募集
昨年に続いて、ギターの中島ヨシハル氏を講師に、下記の通

り開催します。歌の好きな方なら上手下手に関係なく大歓迎！

■日時：１０月２９日、１１月１２日、１９日、１２月

３日 各木曜日 全４回

時間は午前１０時～１１時３０分

■会場：一之宮公民館
受講料は無料、歌集は貸出します。

詳しくは１日配付のチラシをご覧ください。

○一之宮分館 ブックスタート絵本の交換について
1歳6ヶ月児対象のブックスタート絵本の引き換えとおはなし

会を行います。本の引き換えには、高山市から配付された「引

換券」と「母子手帳」が必要です。

■日時：10月17日(土)午前10時30分～11時30分

■場所：高山市図書館 一之宮分館

編
集
後
記

夏
が
過
ぎ
９
月
に
入
る
と
、
茨
城
、
栃
木
、
福
島
県
な

ど
で
は
大
洪
水
、
竜
巻
や
地
震
の
多
発
、
阿
蘇
山
の
噴
火

な
ど
自
然
災
害
の
驚
異
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一

之
宮
町
に
お
い
て
も
、
油
断
す
る
こ
と
な
く
備
え
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
す
。
（
山
腰
委
員
長
）



４

宮
小
中
学
校
合
同
運
動
会
が
９
月
５

日
、
久
し
ぶ
り
の
雨
間
を
ぬ
っ
て
爽
や

か
な
秋
風
の
中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

保
護
者
や
祖
父
母
、
地
域
の
人
た
ち

が
参
観
す
る
中
、
児
童
生
徒
は
一
生
懸

命
競
技
や
演
技
を
し
て
い
ま
し
た
。

２
学
期
が
始
ま
っ
て
２
週
間
ほ
ど
で

し
た
が
、
小
学
校
１
年
生
も
良
く
覚
え
、

楽
し
そ
う
に
し
っ
か
り
し
た
演
技
を
し

て
い
ま
し
た
。

中
学
生
の
応
援
も
夏
休
み
に
マ
ス
コ
ッ

ト
を
描
く
な
ど
、
練
習
の
成
果
や
工
夫

が
見
ら
れ
、
さ
す
が
と
感
激
し
ま
し
た
。

児
童
生
徒
も
参
観
者
に
も
心
に
残
る
思

い
出
に
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

（
広
報
委
員
：
山
腰
）

ま
ち
協
後
期
生
涯
学
習
講
座
の
「
ワ

イ
ン
講
座
」
が
９
月
18
日
に
一
之
宮
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
酒
店
経
営
者
の
坂
本
雄
一
氏

で
、
今
回
は
日
頃
あ
ま
り
接
す
る
機
会

の
な
い
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
発
砲
・
白
及

び
赤
ワ
イ
ン
の
中
か
ら
、
同
氏
が
選
ん

だ
数
種
類
の
ワ
イ
ン
を
試
飲
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
16
人
は
、
各
ワ
イ
ン
の
産

地
・
特
徴
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
パ
ン
・

チ
ー
ズ
を
つ
ま
み
な
が
ら
楽
し
く
飲
ん

で
い
ま
し
た
。

講
座
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
含
め

た
世
界
の
ワ
イ
ン
の
生
産
状
況
や
葡
萄

畑
の
土
壌
が
味
わ
い
に
大
き
く
影
響
す

る
こ
と
な
ど
の
話
も
あ
り
ま
し
た
。

講
師
の
含
蓄
あ
る
説
明
に
、
ワ
イ
ン

の
知
識
だ
け
で
な
く
幅
広
い
教
養
を
深

め
る
良
い
機
会
に
も
な
っ
た
よ
う
で
す
。

（
広
報
委
員
：
伊
藤
）

今
年
11
月
１
日
か
ら
始
ま
る
一
之
宮

町
の
文
化
祭
事
業
に
町
全
体
で
取
り
組

も
う
と
、
一
之
宮
町
文
化
祭
実
行
委
員

会
が
組
織
さ
れ
企
画
運
営
に
あ
た
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
文
化
祭
に
対
し
て

町
民
参
加
意
識
が
薄
く
な
っ
て
き
て
い

る
中
、
企
画
段
階
か
ら
様
々
な
人
が
関

与
し
て
盛
り
上
げ
よ
う
と
実
行
委
員
会

形
式
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
も
の
。

実
行
委
員
は
ま
ち
協
の
役
員
の
ほ
か

に
、
商
工
会
や
農
業
団
体
な
ど
の
連
携

組
織
、
保
小
中
の
校
長
・
園
長
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
な
ど
、
ま
た
宮
中
の
生
徒
会
役

員
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
文
化
祭
は
、
展
示
・
芸
能

発
表
に
加
え
て
、
収
穫
祭
や
各
種
バ
ザ
ー
、

「
水
無
の
舞
」
や
「
闘
鶏
楽
」
の
伝
承

体
験
発
表
、
そ
れ
に
宮
城
県
女
川
町
の

サ
ン
マ
の
提
供
な
ど
多
彩
な
内
容
で
、

宮
中
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
運

営
に
か
か
わ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

宮
保
育
園
運
動
会
が
９
月
26
日
に
保

育
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
朝
方
ま
で
の

小
雨
も
、
園
児
の
想
い
が
天
に
通
じ
て

か
？
天
気
は
回
復
し
、
会
場
は
多
く
の

保
護
者
家
族
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

競
技
は
、
綱
引
や
玉
入
れ
、
リ
レ
ー

の
ほ
か
、
親
子
で
参
加
の
競
技
や
遊
戯

な
ど
、
園
児
も
家
族
も
笑
顔
い
っ
ぱ
い

の
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

今
年
は
宮
保
育
園
が
創
立
50
周
年
を

迎
え
た
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
、

「
祝
５
０
年
」
の
横
断
幕
も
披
露
さ
れ
、

会
場
は
祝
福
の
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

（
広
報
委
員
：
野
添
）

一
之
宮
町
地
域
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
が
、

日
ご
ろ
の
地
域
安
全
活
動
が
評
価
さ
れ
、

９
月
24
日
に
東
京
の
明
治
記
念
館
で
開

催
さ
れ
た
平
成
27
年
全
国
地
域
安
全
運

動
中
央
大
会
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
全
国
防
犯
協
会
連
合
会

と
警
察
庁
が
主
催
し
た
も
の
で
、
全
国

か
ら
38
団
体
の
防
犯
功
労
団
体
が
表
彰

さ
れ
、
岐
阜
県
か
ら
は
同
地
域
安
全
パ

ト
が
受
賞
し
た
も
の
で
す
。
式
に
は
向

宮
小
中
が
合
同
運
動
会
開
催

ワ
イ
ン
講
座
で
幅
広
い
教
養 うまいバトン渡しでリレーを盛り上げ

おいしいワインと楽しい話で盛況

表彰状を手にする向良廣代表

文
化
祭
実
行
委
員
会
が
発
足

保
育
園
が
50
周
年
運
動
会 ２グループに分かれて検討する委員

高
山
市
総
合
防
災
訓
練
が
９
月
６
日
、

一
之
宮
支
所
を
訓
練
会
場
に
、
本
通
町

内
会
住
民
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
最
大
震
度
７
強
の
大
規
模

地
震
を
想
定
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

一
之
宮
支
所
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置

し
、
被
害
状
況
を
把
握
の
上
、
負
傷
者

を
担
架
や
車
イ
ス
で
救
助
す
る
な
ど
、

本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
駐
車
場
で
は
、
女
性
の
方
が
中
心

と
な
り
、
味
ご
飯
と
安
倍
川
餅
な
ど
の

炊
き
出
し
を
行
い
、
参
加
者
全
員
に
配

布
し
ま
し
た
。
庁
舎
内
で
は
、
応
急
手

当
等
を
行
い
、
２
階
会
議
室
で
は
災
害

図
上
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

近
年
は
想
像
が
で
き
な
い
災
害
が
各

所
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
身

に
も
、
い
つ
何
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
災
害
が
起
き
た
と
き
は
、
慌
て

ず
情
報
を
正
し
く
確
認
、
伝
達
し
、
地

域
の
方
々
が
共
に
助
け
合
い
、
自
ら
何

が
で
き
る
か
を
考
え
て
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
に
も
、
日
頃
か
ら
備
え
を
万
全
に

整
え
、
地
域
の
方
々
と
繋
が
り
を
持
つ

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

（
広
報
委
員

牛
丸

朋
子
）

日
頃
か
ら
の
備
え
を
万
全
に

高
山
市
総
合
防
災
訓
練
に
参
加

負傷者の搬送の仕方も練習

地
域
安
全
パ
ト
が
全
国
表
彰

５０周年を祝って運動会を開始


